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ご 挨 拶

思文閣美術館＿雛とミニチュアのお道具展

40代からの子育て

最近の着工現場

雑　感

各現場から

隨　感

レンジまわりお手入れ法！

ご 挨 拶

宮 川 浩 一

　明けましておめでとうございます。
本年も何卒よろしくお願い申し上げます。
　さて「激動の年」とやら「百年に一度の大不況の年」などと散々に言われて
いる年がスタートいたしました。
　私は経済学者でも評論家でもありませんので、今年の景況予測や対策を論じ
る事は出来ませんし、正直どこまでが真実なのかを見極める力も持ち合わせて
おりません。
　そして何よりも後ろ向きな話をいくらしたところで何も前に進みません。
従いまして、新年にあたり最初の瓦版では難しい事を書くよりも、本年の抱負
と決意を書かせていただき、書いてしまった事で退路を断ち自分を律していこ
うと思います。

 ＜今年の抱負と決意＞

  ※空間創造を通して真心を提供するという、当社理念のより深い追求。
　 「いったいどうすれば今以上に真心を提供できるのか…。」

  ※全社員の団結と絶対的積極な姿勢

  ※いつも笑顔で

  ※どんな事があろうとも絶対に会社を弱らせてはならない。
　  「お客様の為の成長、発展」　

　今年は、今まで以上に「今出来る事」「すぐ出来る事」「確実に出来る事」
を大切に考え、一切の妥協を許さず、お客様から頂いているご期待以上の真心
と喜びをご提供出来ますよう努めて参ります。
　「実は今年はチャンスの年だったのだ」と言える年末を迎える為、あらゆる
努力をして参ります。
　本年も昨年同様のご愛顧を頂きますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。

　あけましておめでとうございます。
本年は暗いニュースが多く厳しい年にな
りそうですが、社員一同心を一つに頑張
ってまいりますので、どうぞ宜しくお願
い致します。
　
　「お正月どこか温泉行こうか？」何気
なく息子に聞くと「なんでやねん。家で
ゆっくりしような。」とあっさり言われ
てしまった。思えば一昨年は北海道でス
キーをしながら新年を迎え、その前の年
は熱海の温泉に浸かりながら初日の出を
拝んだ。娘が生まれてからは毎年何処か
で新年を迎えている。
　息子が幼い頃はと言うと、元旦の朝は
当時住んでいたマンションから母屋に向
かい、共に新年の祝い膳を囲んだ。元気
だった義祖父母を囲み祝い膳が済むと、
直に義父と挨拶回りに向かう主人を見送
り、お客様をお迎えする。
　同じ事を運ぶにも、義祖母付きのお手
伝いさんと義母付きのお手伝いさんそれ
ぞれ指示が違い、どちらに従えば良いの
か皆目検討が付かず、嫁いですぐの頃は

気が重かったが、時を重ねると要領も掴
めて来るもので、義祖母に義母プラス個
々のお手伝いさん四人の間を上手に綱渡
りできる様になってくる。
　ここで不思議なのがそれぞれおっしゃ
る事が最もで、選りすぐりのあみだくじ
を引くような選択になり、最後はその場
の雰囲気に一番合う意見を採用させても
らった。
　例えばお客様に出す重菓子の器を塗り
か陶器かで指示が食い違う時は、私の判
断でお客様の好みに合わせ、お煎茶に使
う水は滾々と湧き出る井戸水か水道水か
の時は、義祖母付きのＭさんの指示に従
い井戸水にした。
　このＭさんは主人が生れる前からの住
み込みのお手伝いさんであり、家の生き
字引の様な存在で、義祖母が94歳で他界
するまで80過ぎのＭさんのお世話になっ
た。某有名医大の優秀な看護婦さんであ
ったＭさんを、病弱だった義祖母の為に
引き抜いたと聞く。
　主人の事を「ぼうやちゃん」と呼び、
冬になれば「ぼうやちゃんのお好きな漬
物が食べ頃になりましたよ。」とＭさん
お手製の細大根のぬかずけを勧めて貰っ
た。「お味見なさいますか。」と出され
た漬物を「おいしいな。」と主人が頬張
ると本当に嬉しそうに笑みを浮かべ、夕
食を共にしてマンションに帰る私達に持
たせてくれた。
　嫁いだ頃は寡黙なこのＭさんが苦手で、
ジャージャーと蛇口を広げ洗い物をする
私の横で、最小限に絞られた細い水使い

で作業をされると思わずあっと蛇口を細
めたりした。怖かったＭさんが何時の頃
からか本当は優しく何より頼りになる存
在になり、冬になれば台所横の通称漬物
小屋にもう一つ我が家専用の大きな漬物
桶が増えた。
　やっとお座りが出来る様になった息子
を、当時おもちゃ入れにしていた大きな
箱を工夫して乗り心地満点の車に変え、
紐を付けて長い廊下をＭさんが引っ張っ
て遊んでくれた、息子はこの遊びが大の
お気に入りでＭさんの顔を見ると「ブー
ブー」と言っておねだりした。こんな思
い出にふけっていると、突然娘の声で我
に返った。
　「彩が運ぶ」と準備しておいた祝い膳
をもう娘が抱えている。「えー大丈夫？」
と私。「ママー。どれが誰のお膳やった
っけ？」二階の座敷から娘が大きな声で
聞いている。「赤色の塗りがパパで、黒
色の塗りがママ。」私もまた台所から叫
び返す。猫の手も借りたいこんな朝は娘
がとても頼りになる。
　「お祝いやす。」主人の掛け声で家族
が一斉に箸を取り、今年の元旦は始まっ
た。「やっぱり日本のお正月はええなー。」
息子がしみじみと言う。
　特に年末から初めてお友達と共に、４
泊５日のスキー合宿に参加し、３０日に
帰って来たばかりの娘はやけにテンショ
ンが高く、なんでもござれ状態で次から
次へと私が頼む用事をこなしてくれ助か
った。
　そんな魔法の粉も三が日、年の近い従

姉妹達と互いの家を行き来して遊ぶうち
にすっかり取れてしまったらしく、いざ
学校という前日になって、早くに済ませ
た漢字の宿題プリントが無いとベソをか
いて来た。結局プリントは出てこずじま
いで、夜の十時過ぎまで念のためコピー
しておいた問題をまたやり直す羽目にな
った。
　やっと学校も始まり、久しぶりの寒気
で雪のちらつく中、主人と共に何時も通
り学校へ向かった。
　「ただいまー。」元気に帰って来た娘
は大好きなおやつを頬張りながらも、久
しぶりのお友達との再会に話題が尽きな
い。
　新しい時間割にも３２人クラス全員の
名前の横に、其々の今年の抱負が書かれ
ている。：早寝早起きの習慣をつけ、き
らいな教科をもっとがんばる。だの、
：分厚い本をたくさん読めるようになる。
だの、男の子達の間では野球がはやりら
しく、：左打席でホームランを打てるよ
うにがんばる。だの、全員が何かに対す
る目標を立てていて、その志の高さに関
心してしまった。
　さて、２９番目に出てきた娘の抱負を
ちょっぴりドキドキしながら読んだ後、
思わずずっこけてしまった。そこには
　あや：外でたくさん元気に遊ぶ。と書
かれていた。

　　　 2009年2月21日(土)～4月5日(日)

                         ＜会期中のイベント＞
●手作り講習会

「うさぎの針山のお雛様」
 講　師：高山順子(古裂細工作家）
 日　時：2月28日(土) 13時半～16時
 定　員：15名
 講習費：4,500円 (材料費含む)
         ※別途入館料が必要
　　     

●ギャラリートーク

 当館学芸員による展示説明を行います。
 日　時：2/21(土)・3/3(火)・3/14(土)・3/28(土)　14：00～

「豆本を作ろう！」
 講　師：柴田尚美(豆本制作講師)
 日　時：3月15日(日)　13時半～15時半
 定　員：20名 ※親子(小学生対象)でも
　　　　 ご参加いただけます。
 講習費：3,800円(材料費含む)
         ※別途入館料が必要
　　　 ※2月2日(月)より受付開始。お申込み等は当館 075-751-1777 までお問い合わせ下さい。

　　　　　愛でたきもの

雛とミニチュアのお道具展

□開館時間：午前10時～午後5時
□休 館 日：月曜日
□入 館 料：一般700円（550円）高大生500円（400円）
　　　　　　小中生300円（200円）
　　　　　　（ ）内は、前売・団体(10名以上)料金
□主　  催：思文閣美術館　　   　

〒606-8203　京都市左京区田中関田町2-7　　
TEL.075-751-1777／FAX.075-762-6262
URL　http://www.shibunkaku.co.jp/artm/　
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